
この運動会も、力を合わせようとすることで、教育目標に掲げているように、自ら考え動

き、人とつながっていってほしいと思います。やり切った時の子ども達がどんな笑顔を見せ

てくれるでしょう。楽しみです。 

 

 

 

 

以前、勤務していた学校での出来事です。学校から帰宅し、友達の家へ自転車で向かって

いた女子児童が、不審者に自動車で追いかけられました。辺りは家のない田んぼ道。困った

児童は自転車で逃げながら、畑作業をしているおばあさんを見つけました。そして、自転車

を乗り捨て畑に駆け込み、難を逃れました。全くました。彼女 

先日の職員会議で、子ども達同士の、あるいは私たち教職員と子ども達の間での言葉遣い

について話し合う機会がありました。その中で、特に話題に上ったのが人への呼び方です。 

同級生に、例えば「いそのカツオ」という名前の子がいたとします。「いそのさん」、「か

つおさん」、「いそのちゃん」、「かつおちゃん」、それぞれ印象が変わります。時には、「おい、

いその」「カツオ！」と呼び捨てにする場合もあります。呼び捨てで呼ばれ、嬉しい時もあ

るし、嫌な気がする時もあります。また、みんな呼び捨てで名前を言い合っている中、ひと

りだけ「いそのさん」と言われると、寂しいような、距離を置かれているような感じにもな

ります。私たちは、呼び方で、その人との距離感を伝えていることがあるかもしれません。

それは、子ども達だけでなく大人である私達も同じであると思います。 

子ども達には、友達に対して呼び方を変えることで人を傷つけることがあることを知っ

てほしいと思います。お子様が誕生した時、ご家庭で知恵をしぼり、思いを込めて授けてく

ださった名前。みんなで「さん」をつけて大切にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来に向かって 一人ひとりが輝く北っ子！ 

力を合わせる・考え動く・人とつながる 

人の名前の呼び方について・・「いその！」「いそのさん」「いそのちゃん」 

いよいよ、運動会が迫ってきました。今年の夏は、

「地球沸騰化」という言葉が生まれるほどの異常な

暑さで、厳しい残暑は運動会練習中も続きました。

こども達は、体調に気をつけながら一生懸命練習に

励みました。 

６年生は、全校練習、応援と本当に大忙しの毎日

でした。北小を引っ張っていくことの難しさを感じ

ながら、いろいろと工夫を凝らして頑張りました。 

朝、一人の６年生が「なんか、実感わかへん

な・・・。」とぽつり。６年生にとっては、北小最

後の運動会です。苦労した分だけ、成功した時の喜

びはひとしおのものがあるでしょう。 

２学期の始業式では、「力を合わせる」ことにつ

いて話しました。「力を合わせたらきっといいこと

が起こる」と思うことを子ども達に尋ねると、運動

会、音楽会、マラソン記録会、修学旅行等の行事の

他、授業、委員会活動、学級の係り活動、掃除、給

食当番等の日常生活までたくさん出てきました。 


